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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇となりました。週初は、これまでの相場
上昇をけん引してきた半導体関連銘柄を中心に売
りが出たことから下落しました。週央以降は、米
税制改革法案採決への期待感や金融規制の緩和期
待を背景に米国株式が上昇したこと等を受け、週
末まで続伸しました。（週末引け値：22,819.03
円）

 週間では、日経平均株価は1.19％の上昇、東証株
価指数0.90％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年11月27日～12月1日）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に上昇となりました。目立った材料もなく、
週を通じて一進一退の展開となりました。週末は日
銀が実施した国債の買い入れオペ（公開市場操作）
において、需給の引き締まりが意識されたことから、
利回りは前日比で低下となりました（価格は上昇）。
（週末引け値：0.035%）

 週間では、0.006％の上昇となりました。

（審査確認番号H29-TB351）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。米上院本会議での税制改革法案採
決への期待感から、恩恵が大きいとみられる金融株
を中心に上昇し、週初から30日（木）まで連日で史
上最高値を更新しました。週末は、フリン前大統領
補佐官が連邦捜査局（ＦＢＩ）への虚偽供述を認め
たことから政治リスクが高まり、前日比で下落しま
した。（週末引け値：24,231.59ドル）

 週間ではNYダウは2.86％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高
となりました。週初は、米政治情勢の先行き不透明
感などから投資家のリスク選好意欲が弱まり、円買
い・米ドル売りが優勢となりました。週末は、市場
予想を上回る米経済指標や、米税制改革の進展期待
から円売り・米ドル買いが進行しました。税制改革
案の採決が延期されると伝わると、一時、円買い・
米ドル売りに押される場面もあったものの、週を通
しては円安米ドル高となりました。（週末引け値：
112円25銭～35銭）

 週間では米ドル/円は0.57％の円安、ユーロ/円は
0.29％の円安となりました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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